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To-Be（導入後）As-Is（導入前）

運輸環境監視によるお客さまサービス価値向上

医療機関様

運輸環境が不透明で納期・品質管理にバラつき

運輸範囲(グローバル含む)

先端
医療品

保管倉庫

製薬・医療機器メーカ様

輸送コスト

医療品が壊れている

多業者による運送で
納期管理難しい

運輸環境”見える”化によりサービス価値向上

• 多数のトラック事業者による運送で納期管理が難しい

• 高温地、寒冷地での温度管理が難しい

• 製品破損の原因が不明(コスト増加)

• 運送中に通信回線デバイスを利用することで位置情報、
運輸環境をリアルタイム監視

• エンドユーザ様に対し、高品質に運送した製品を適切な
納期でお届けできる仕組みづくりをサポート

Hitachi Global Data Integration

製薬・医療機器メーカ様運輸環境”見える”化

位置情報の追跡
⇒適切な納期管理

温度・振動管理
⇒適切な運送実
施、破損原因の
迅速な特定

医療機関様

先端医療品の運輸環境”見える”化(位置・温度・振動等)により
お客さまの運輸サービスにおけるトレーサビリティ向上をサポート

Hitachi Global Data Integration紹介サイト https://www.hitachi.co.jp/hgdi/

納期通りに高品質なサービス！

温度管理・破損原
因の特定が難しい

運輸範囲(グローバル含む)


